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2024年度
JR東日本が推進する「Beyond Stations構想」から生まれたメディア

AKIBA“CAP”

株式会社ジェイアール東日本企画
メディアソリューション本部

Beyondメディア局
2023年9月11日
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【位置図】秋葉原駅中央改札

⚫ ￥￥￥

JR東日本はグループ経営ビジョンに掲げる「くらしづくり」の実現に向けた『Beyond Stations構想』のもと、
①駅のあり方を「交通の拠点」という役割を超えて、「暮らしのプラットフォーム」へ転換。
②社外パートナーと共創しながら、リアルな交通拠点の強みを活かし、駅を「新たなビジネスを創発する拠点」に変革。
を推進してきました。
その『Beyond Stations構想』の実装として、秋葉原駅中央改札にBeyondメディアが誕生。
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『Beyond Stations構想』から生まれたコンセプトメディア

AKIBA“CAP”
（アキバキャップ）

中央改札正面で圧倒的インパクトを創出する
「大型ビジョン×ショールーミング空間」一体型メディア
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秋葉原駅中央改札について

1日平均乗車人員約16万人を誇る「秋葉原駅」の、改札口別利用率約31.9％の「中央改札」の正面に位置し、改札を出入り
する利用者のほか、左右の出入り口を通過する通行人にも抜群の視認性があります。

「JR主要駅改札口別利用実態調査2022」より

◼ 中央改札想定乗車※人員

➢ 1日平均乗車人員：161,529人
➢ 改札利用率

中央改札：31.9％

約51,527人/1日
※降車人員は含まれません。
※改札利用者以外は含まれません。

※2021年度JR東日本調べ
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AKIBA“CAP”（アキバキャップ）－商品概要１－

2024年春、秋葉原駅中央改札外が大きくリニューアル。上部に幅30mの巨大な湾曲ビジョン（帽子＝キャップ）を冠した
ショールーミングスペース（顔＝フェイス）というメディア特徴から「AKIBA“CAP”」と命名。中央改札正面という絶好の
立地で、大型ビジョンとショールーミングスペースを一体活用することで新しい「体感型の価値訴求」を行える秋葉原駅なら
ではの新機軸メディアです。湾曲ビジョンは話題の３D映像の放映にも適しています。オプション展開として、周辺の壁面や
柱のシートなども付帯し改札エリアをジャックできます。

媒体イメージ 媒体設置場所

媒体/オプション展開イメージ

※AKIBA“CAP”のオプション展開として、中央改札周辺壁面等のシートジャック展開も可能
（詳細展開仕様は要調整）。

立面図

平面図

※音声あり

中央改札
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AKIBA“CAP”（アキバキャップ）－商品概要２－

長期契約ほどお得な料金設定の商品をラインナップしました。ショールーミングスペースでは物販や軽飲食も可能です。さ
らに内装工事（別途費用）も可能ですので、お客様のご希望に合わせた世界観を創ることもできます。

商品名 駅 販売単位 販売形式 商品内容
デジタルサイネージ
1素材最長放映秒数

広告料金

AKIBA“CAP”
秋葉原駅
（中央改札）

52週間

1社買い切り

◼ メイン媒体
大型サイネージ：1.98m×31.74m 約62㎡
イベントスペース：約160㎡ （物販可）

◼ オプション媒体
改札周辺壁面シート
店舗前フロアシート
柱巻きシート
改札上部の改札口掲示板への名入れ 180秒

350,000,000円

26週間
◼ メイン媒体

大型サイネージ：1.98m×31.74m 約62㎡
イベントスペース：約160㎡ （物販可）

◼ オプション媒体
改札周辺壁面シート
店舗前フロアシート
柱巻きシート

200,000,000円

13週間 150,000,000円

※契約の開始は当月の
第一月曜日を起点とします。

※オプション媒体の製作・作業費は別途

（税抜き）


